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千葉県学校薬剤師会コーナー

第53回　日本薬剤師会学術大会北海道報告

  千葉県学校薬剤師会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　畑中範子

令和 2 年 10 月10 日（土）～ 11日（日）第 53 回
日本薬剤師学術大会が北海道札幌市で開催されま
した。

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、中止に
なるのではないかと心配されていましたが、新しい
試みとして、Web 開催を併用しながら、予定通り開
催されました。

なお、開会式・式典、特別記念講演、特別講演、
特別企画、分科会、共催セミナーはライブ配信され
ました。

今回、口頭発表 10 学校薬剤師で、「2019 年度
全国学校保健調査結果」を日本薬剤師会学校薬剤
師会広報ワーキンググループリーダーとして報告致し
ましたので、報告内容の抜粋したものを掲載させて
頂きます（千葉県のデータも下に入れておきます）。
11 月には日本薬剤師会より全国学校保健調査結果

（冊子と CD）を配布する予定です。
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調査実施概要

実施時期：２０１９年４月１５日付文書にて都道府県薬剤師会に依頼
提出期限：同 ９月末日（＊最終的に同11月末提出分まで受領）
調査内容：２０１８年４月～２０１９年３月までの活動報告
回答形式：マークシート形式（1校毎に1部、担当の学校薬剤師に回答頂く

形式のため、1人で2校担当の場合は、2校分回答頂く形）

実施方法：調査対象は全国の大学以外すべての学校（５２，０１５校）とし、
調査票を都道府県薬剤師会等を通じ各校担当の学校薬剤師に
配布した。最終的に３４，１２６校から回答があった。そしてすべ
てのデータを学校薬剤師部会広報WGが集計し、結果を取りまと
めた。

有効回答数：３４，０４２校

 
 
 

11--11．．学学校校薬薬剤剤師師のの年年代代
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１１．．20歳歳代代 ２２．．30歳歳代代 ３３．．40歳歳代代 ４４．．50歳歳代代 ５５．．60歳歳代代 ６６．．70歳歳代代 ７７．．80歳歳代代以以上上

 
 千葉県 20 歳代 0.7％、30 歳代 11.3％、40 歳代 18.2％、50 歳代 26.3％、60 歳代 30.1％、70 歳代 11.5％、80
歳以上 2％ 
 
 
 

11--33．．学学校校薬薬剤剤師師のの本本務務のの職職場場ににつついいてて
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 千葉県 薬局（開設者）33.3％、薬局（勤務者）54.1％、病院・診療所 4.5％、卸 0.2％、製造管理 0.2％、学校（教

職員）1.7％、無職 4.1％、その他 2％、行政・検査機関 0％ 
 

１－４ 学校環境衛生基準が一部改正され、平成
30年4月1日に施行されたことを知っていますか？
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１１．．知知っってていいるる ２２．．知知ららななかかっったた

 
 千葉県 知っている 92％、知らなかった  8％ 
 

１１－－１１学学校校薬薬剤剤師師のの年年代代  

１１－－３３  学学校校薬薬剤剤師師のの本本務務のの職職場場  

Ⅲ．集計結果及び考察

１－１ 年齢は何歳代ですか。

「２０歳代」１．４％、「３０歳代」１２．３％、「４０歳
代」２２．０％、「５０歳代」２６．２％、「６０歳代」
２５．８％、「７０歳代」１０．９％、「８０歳代以上」
１．４％であった。

学校種別では、大部分をしめる小学校、中学
校で比較してみても、小学校では「６０歳代」
２４．４％、「５０歳代」２６．２％、「４０歳代」２３．１％、
中学校は「６０歳代」２６．６％、「５０歳代」２６．４％、
「４０歳代」２１．３％と全体の年代別と比較しても
数値に大きな差はなかった。
都道府県別では、「２０歳代」で高かったのは、
岩手県及び新潟県で４．１％、大分県３．６％、「８０
歳代以上」で高かったのは、群馬県５．３％、徳
島県４．９％、埼玉県３．３％であった。
＊都道府県別データは３１ページ参照

１－２ 日本薬剤師会の会員ですか

全体では学校薬剤師に従事している薬剤師
のうち、「日本薬剤師会の会員」９３．８％、「日
本薬剤師会の会員外」６．２％であった。

学校種別では、認定こども園９７．１％、幼稚園
９４．９％、小学校９２．９％、中学校９３．４％、義務教
育学校９４．４％、全日制高等学校９５．４％、中等教
育学校９６．９％、定時制高等学校９５．９％、特別支
援学校９４．７％、高等専門学校１００％と、学校薬
剤師の殆どが本会の会員であった。
都道府県別では、「日本薬剤師会の会員」で
高かったのは、和歌山県、奈良県、秋田県の
１００％、岡山県９９．８％、佐賀県９９．７％、逆に日
薬会員の割合が低かったのは、神奈川県

１－１ 年齢は何歳代ですか。
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７５．５％、徳島県７８．９％、滋賀県８３．５％であった。
＊都道府県別データは３１ページ参照

１－３ 学校薬剤師の本務の職場につ
いて

学校薬剤師の本務の職場は、薬局（開設者）
３４．５％、薬局（勤務者）５２．０％、病院・診療
所５．３％、卸１．１％、行 政０．１％、製 造 管 理
０．３％、検査機関０．２％、学校（教職員）０．６％、
無職２．８％、その他３．２％で薬局関係者が全体
の８６．５％を占めていた。

学校種別では、定時制高等学校では薬局（開
設者）の割合が４７．８％で最も高かったが、他の
校種ではすべて薬局（勤務者）の割合が最も高
かった。
都道府県別では、薬局（開設者）で高かった
のは、山梨県６２．７％、岐阜県４７．８％、和歌山県
４６．４％、薬局（勤務者）で高かったのは、滋賀県
６８．１％、新潟県６５．９％、三重県６１．３％であった。
＊都道府県別データは３３ページ参照

１－３ 本務の職場はどこですか。
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１－３ 本務の職場はどこですか。

１．薬 局
（開設者）

２．薬 局
（勤務者）

３．病院・
診療所 ４．卸 ５．行政 ６．製造管理 ７．検査機関 ８．教職員 ９．無職 １０．その他
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定時制高等学校 ４７．８ ３８．８ ４．７ １．２ ０．０ ０．５ ０．０ ０．２ ３．１ ３．８

特別支援学校 ３５．３ ４７．６ ６．９ １．６ ０．２ ０．３ ０．３ ０．５ ３．２ ４．０

高等専門学校 ３９．４ ４２．４ ６．１ ０．０ ３．０ ０．０ ０．０ ０．０ ６．１ ３．０

合 計 ３４．５ ５２．０ ５．３ １．１ ０．１ ０．３ ０．２ ０．６ ２．８ ３．２

６
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１－４ 学校環境衛生基準が一部改正
され、平成３０年４月１日から施行され
たことを知っていますか。

「知っている」８８．６％、「知らなかった」
１１．４％であった。

学校種別で、「知っている」で高かったのは、
特別支援学校９１．８％、定時制高等学校９１．７％、
高等専門学校９０．９％、「知らなかった」で高かっ
たのは、義務教育学校１７．３％、幼稚園１４．９％、
中等教育学校１２．１％であった。
都道府県別では、「知っている」で高かった
のは、奈良県９６．０％、愛知県９５．５％、佐賀県
９４．５％、「知らなかった」で高かったのは、徳
島県４２．４％、大分県３９．６％、和歌山県２３．０％で
あった。
＊都道府県別データは３３ページ参照

１－５ 「学校環境衛生管理マニュア
ル 平成３０年度改訂版」を所有してい
ますか（データ所有も含む）。

「はい」７３．５％、「いいえ」２６．５％であった。

学校種別では、「はい」で高かったのは、特
別支援学校７６．７％、定時制高等学校７６．２％、全
日制高等学校７５．４％、「いいえ」で高かったの
は、中等教育学校３６．４％、義務教育学校３４．０％、
高等専門学校３０．３％であった。
都道府県別では、「はい」で高かったのは、
愛知県９３．６％、千葉県８７．１％、山口県８６．７％、
「いいえ」で高かったのは、大分県６２．０％、福
井県６０．７％、徳島県５８．５％であった。
＊都道府県別データは３５ページ参照

１－４ 学校環境衛生基準が一部改正され、平成３０年４月１
日に施行されたことを知っていますか。

11.511.511.5

14.914.914.9

11.411.411.4

11.411.411.4

17.317.317.3

9.49.49.4

12.112.112.1

8.38.38.3

8.28.28.2

9.19.19.1

11.411.411.4

88.588.588.5

85.185.185.1

88.688.688.6

88.688.688.6

82.782.782.7

90.690.690.6

87.987.987.9

91.791.791.7

91.891.891.8

90.990.990.9

88.688.688.6

100％80％60％40％20％0％

知らなかった
知っている

幼 稚 園
（n＝2,499）

全 体
（n＝33,480）

定時制高等学校
（n＝423）
特別支援学校
（n＝935）
高等専門学校
（n＝33）

中等教育学校
（n＝33）

全日制高等学校
（n＝3,056）

中 学 校
（n＝7,908）
義務教育学校
（n＝52）

小 学 校
（n＝16,328）

認定こども園
（n＝2,213）

１－５ 「学校環境衛生管理マニュアル 平成３０年度改訂版」
を所有していますか（データ所有も含む）。

29.129.129.1

28.728.728.7

26.626.626.6

26.126.126.1

34.034.034.0

24.624.624.6

36.436.436.4

23.823.823.8

23.323.323.3

30.330.330.3

26.526.526.5

70.970.970.9

71.371.371.3

73.473.473.4

73.973.973.9

66.066.066.0

75.475.475.4

63.663.663.6

76.276.276.2

76.776.776.7

69.769.769.7

73.573.573.5

100％80％60％40％20％0％

いいえ
はい

幼 稚 園
（n＝2,482）

全 体
（n＝33,356）

定時制高等学校
（n＝416）
特別支援学校
（n＝930）
高等専門学校
（n＝33）

中等教育学校
（n＝33）

全日制高等学校
（n＝3,048）

中 学 校
（n＝7,897）
義務教育学校
（n＝53）

小 学 校
（n＝16,264）

認定こども園
（n＝2,200）
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１－１５ 出校した人にお聞きします。
出校目的は何ですか（複数回答可）

「定期検査」９８．８％、臨時検査１０．８％、「学
校保健委員会への参画」３８．４％、「保健教育
に関する講話・講演及び支援」２８．９％、「そ
の他」１８．３％であった

学校種別では、「定期検査」で高かったのは、
特別支援学校１００％、小学校９９．４％、定時制高
等学校９９．０％、「臨時検査」で高かったのは、
中等教育学校２６．７％、特別支援学校１４．５％、全
日制高等学校１３．４％、「学校保健委員会への参
画」で高かったのは、義務教育学校６１．７％、特
別支援学校５２．９％、全日制高等学校４９．０％、
「保健教育に関する講話・講演及び支援」で高
かったのは、義務教育学校４２．６％、小学校
３６．０％、中学校３０．８％、「その他」で高かった
のは全日制高等学校２３．８％、義務教育学校
２３．４％、特別支援学校２２．１％であった。
＊都道府県別データは４３ページ参照

Ａ．義務教育諸学校における学校給食
についてお聞きします。

Ａ－１ 学校給食を行っていますか

学校給食を「行っている」９４．５％、「行っ
ていない」５．５％であった。

学校種別では、「行っている」で高かったの
は、小学校９８．２％、義務教育学校９４．３％、特別
支援学校８８．９％であった。
都道府県別では、「行っている」で高かった
のは、秋田県９９．１％、山梨県９８．８％、群馬県
９８．７％、「行っていない」で高かったのは、神
奈川県２０．５％、高知県１４．６％、京都府１２．６％で
あった。

Ａ－１ 学校給食を行っていますか。

1.81.81.8

12.412.412.4

5.75.75.7

36.736.736.7

11.111.111.1

5.55.55.5

98.298.298.2

87.687.687.6

94.394.394.3

63.363.363.3

88.988.988.9

94.594.594.5

100％80％60％40％20％0％

行っていない
行っている

全 体
（n＝25,151）

義務教育学校
（n＝53）

中等教育学校
（n＝30）

特別支援学校
（n＝867）

中 学 校
（n＝7,868）

小 学 校
（n＝16,333）

１－１５ 出校した人にお聞きします。出校目的は何ですか。
（複数回答可）

22.0

21.4

16.6

17.2

23.4

23.8

13.3

19.9

22.1

20.0

18.3

6.0

5.5

36.0

30.8

42.6

22.1

16.7

22.3

21.9

20.0

28.9

2.8

6.1

42.6

42.4

61.7

49.0

40.0

43.8

52.9

38.4

7.1

8.1

11.3

10.3

10.6

13.4

26.7

10.5

14.5

3.3

10.8

96.196.196.1

97.097.097.0

99.499.499.4

98.998.998.9

97.997.997.9

98.598.598.5

96.796.796.7

99.099.099.0

100.3100.3100.3

86.7

98.898.898.8

0.0

100％80％60％40％20％0％

その他
保健教育に関する講話・講演及び支援
学校保健委員会への参画
臨時検査
定期検査

幼 稚 園
（n＝2,172）

全 体
（n＝30,648）

定時制高等学校
（n＝381）

特別支援学校
（n＝881）

高等専門学校
（n＝30）

中等教育学校
（n＝30）

全日制高等学校
（n＝2,826）

中 学 校
（n＝7,275）

義務教育学校
（n＝47）

小 学 校
（n＝15,112）

認定こども園
（n＝1,894）
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１－１ 年齢は何歳代ですか。

１－３ 学校薬剤師の本務の職場について

１－４ 学校環境衛生基準が一部改正され、平成３０年４月１日
から施行されたことを知っていますか。

Ａ－１ 学校給食を行っていますか

千葉県　行っている 97.3％、行っていない 2.7％

千葉県　知っている 92％、知らなかった 8％

千葉県　薬局（開設者）33.3％、薬局（勤務者）
54.1％、病院・診療所 4.5％、卸 0.2％、製造管理
0.2％、学校（教職員）1.7％、無職 4.1％、その他
2％、行政・検査機関 0％

千葉県　20 歳代 0.7％、30 歳代 11.3％、40 歳
代 18.2％、50 歳代 26.3％、60 歳代 30.1％、70 歳
代 11.5％、80 歳以上 2％

１－１学校薬剤師の年代

１－３　学校薬剤師の本務の職場

36
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千葉県学校薬剤師会コーナー

【分科会 4】
避難所となる学校の環境衛生対策～災害時にお

ける学校薬剤師の役割～
「学校が避難所になる時」日本赤十字北海道看

護大学　根本昌宏教授より、学校は宿泊施設では
ない、大規模災害の場合、慣れない共同生活が長
期に渡ることもあり、数多くの配慮が必要になって
くる。それも、災害の種類、地域、季節によって、
変えていかなくてはならない。コロナ禍の中で、3 密
を避けるために、分散避難が推奨され、避難所の
他に、青空避難、車中避難、親戚避難、在宅避難、
ホテルや旅館も避難場所になる。これらにはすべて
にリスクがあり、災害関連疾患が増えている。減災
対策に不可欠なキーワードは、TKB（トイレ、食事、
生活環境）＋ W（加湿・暖房）であり、避難所か
らの健康を守る環境衛生に薬剤師も是非対応して
頂きたいとお話されていました。
「災害時の学校環境衛生活動」熊本県薬剤師会

公衆衛生・学校保健委員会委員　江浦俊文先生か
らは、令和 2 年 7 月にあった豪雨災害での環境衛
生検査について報告がありました。災害時における
学校薬剤師公衆衛生活動マニュアルを災害フェーズ
を5つに区分して対応した。多くの避難所において、
科学的根拠に基づいた環境衛生検査を行った。検
査項目は、二酸化酸素、室温、湿度、粉塵、照度
を測定し、粉塵が基準値を超えていた避難所があっ
た。また、ペットの糞尿や騒音も学校側と協議した。

災害支援薬剤師と学校薬剤師の連携は、避難所
の衛生管理を行う上で必要であり、日頃からお互い
の活動を理解して、連携できる体制を作ることが必
要をお話されていました。

＊都道府県別データは４４ページ参照

Ａ－２ 定期検査に協力した学校における学校

給食の提供方法はどれですか。

単独調理場４１．９％、共同調理場４１．５％、外
部委託調理場１６．６％であった。

学校種別では、「単独調理場」で高かったの
は、特別支援学校７６．２％、小学校４７．４％、義務
教育学校４２．０％であった。「共同調理場」で高
かったのは、中学校５０．５％、小学校３９．２％、義
務教育学校３８．０％であった。「外部委託調理場」
で高かったのは、中等教育学校３８．９％、中学校
２４．３％、義務教育学校２０．０％であった。
都道府県別では、「単独調理場」で高かった
のは、東京都８３．８％、神奈川県７５．６％、京都府
６４．５％、「共同調理場」で高かったのは、岩手
県７８．２％、沖縄県７４．２％、鹿児島県７３．３％、
「外部委託調理場」で高かったのは、高知県
３６．７％、滋賀県３２．４％、山形県３１．３％であった。
＊都道府県別データは４４ページ参照

Ａ－３ ２０１８年度に、学校又は学校の設置者か

ら定期検査（共同調理場の受配校の配膳室検査

も含む、以下同様）に協力するように依頼があ

りましたか。

依頼が「あった」４７．５％、依頼が「なかっ
た」５２．５％であった。

依頼が「あった」で高かったのは、特別支援
学校６７．３％、中等教育学校５２．６％、小学校４９．４％
であった。「なかった」で高かったのは、義務
教育学校６６．０％、中学校５９．１％、小学校５０．６％
であった。
都道府県別では、依頼が「あった」で高かっ
たのは、新潟県８６．７％、奈良県７９．８％、山口県

Ａ－３ ２０１８年度に、学校又は学校の設置者から定期検査
（共同調理場の受配校の配膳室検査も含む、以下同
様）に協力するように依頼がありましたか。

50.650.650.6

59.159.159.1

66.066.066.0

47.447.447.4

32.732.732.7

52.552.552.5

49.449.449.4

40.940.940.9

34.034.034.0

52.652.652.6

67.367.367.3

47.547.547.5

100％80％60％40％20％0％

なかった
あった

全 体
（n＝23,052）

義務教育学校
（n＝50）

中等教育学校
（n＝19）

特別支援学校
（n＝753）

中 学 校
（n＝6,670）

小 学 校
（n＝15,560）

Ａ－２ 定期検査に協力した学校における学校給食の提供方
法はどれですか。

13.413.413.4

24.324.324.3

20.020.020.0

38.938.938.9

12.512.512.5

16.616.616.6

39.239.239.2

50.550.550.5

38.038.038.0

33.333.333.3

11.311.311.3

41.541.541.5

47.447.447.4

25.225.225.2

42.042.042.0

27.827.827.8

76.276.276.2

41.941.941.9

100％80％60％40％20％0％

外部委託調理場
共同調理場
単独調理場

全 体
（n＝23,236）

義務教育学校
（n＝50）

中等教育学校
（n＝18）

特別支援学校
（n＝752）

中 学 校
（n＝6,730）

小 学 校
（n＝15,686）
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高かったのは、山梨県５７．１％、三重県５２．２％、
青森県４８．０％、「給食（食事提供）を行ってい
ない」で高かったのは、福島県８１．８％、東京都
６７．３％、福岡県６３．５％であった。
＊都道府県別データは５２ページ参照

Ｂ．医薬品に関する教育についてお聞
きします。

Ｂ－１ 医薬品に関する教育は行われましたか

（学校薬剤師が関与していない場合も含む）。

「体育・保健体育科と特別活動等の両方で
実施」１４．６％、「体育・保健体育科でのみ実
施」２５．５％、「特別活動等でのみ実施」１４．７％、
「実施しなかった」４５．２％であった。

「体育・保健体育科と特別活動等の両方で実
施」で高かったのは、定時制高等学校２３．７％、
全日制高等学校２２．０％、中等教育学校２１．２％、
「体育・保健体育科でのみ実施」で高かったの
は、全日制高等学校４３．１％、定時制高等学校
３８．４％、中学校３７．４％、「特別活動でのみ実施」
で高かったのは、高等専門学校２５．０％、小学校
１９．９％、義務教育学校１５．１％、「実施しなかっ
た」で高かったのは、幼稚園９５．７％、認定こど
も園９５．３％、特別支援学校６２．５％であった。
都道府県別では、「体育・保健体育科と特別
活動等の両方で実施」で高かったのは、岩手県
２８．７％、静 岡 県２５．７％、京 都 府２１．３％、「体
育・保健体育科でのみ実施」で高かったのは、
福島県３８．２％、宮城県３６．３％、愛媛県３４．２％、
「特別活動等でのみ実施」で高かったのは、静
岡県３６．１％、大阪府２５．６％、熊本県２４．４％、
「実施しなかった」で高かったのは、和歌山県
６４．５％、高知県６２．５％、香川県６２．２％であった。
＊都道府県別データは５２ページ参照

Ｂ－１ 医薬品に関する教育は行われましたか（学校薬剤師
が関与していない場合も含む）。
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100％80％60％40％20％0％

実施しなかった
特別活動等でのみ実施
体育・保健体育科でのみ実施
体育・保健体育科と特別活動等の両方で実施

幼 稚 園
（n＝2,358）

全 体
（n＝32,805）

定時制高等学校
（n＝417）
特別支援学校
（n＝929）
高等専門学校
（n＝32）

中等教育学校
（n＝33）

全日制高等学校
（n＝3,018）

中 学 校
（n＝7,810）
義務教育学校
（n＝53）

小 学 校
（n＝16,118）

認定こども園
（n＝2,037）
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Ａ－８ 定期検査は、いつ行いましたか。（複数回答可）

Ａ－２ 定期検査に協力した学校における学校給食の提供方法は
どれですか。

Ｂ－１ 医薬品に関する教育は行われましたか
（学校薬剤師が関与していない場合も含む）。

1. 調理中（配
膳中）

2. 調理（配膳）
終了後 3. 配膳前 4.それ以外

小学校
（n=7,906） 20.1 51.0 14.6 16.0

中学校
（n=2,790） 17.8 46.5 19.8 17.6

義務教育学校
（n=16） 25.0 37.5 12.5 25.0

中等教育学校
（n=11） 27.3 36.4 9.1 27.3

特別支援学校
（n=544） 17.3 55.3 9.0 18.9

全体
（n=11,267） 19.4 50.0 15.6 16.5

千葉県　調理中（配膳中）15.8％、調理（配膳）
終了後 46.5％、配膳前 32.1％、その以外 13.3％

なお、定期検査に行った回数は、3 回 17.7％、
2 回 43.2％、1 回 39.1％

千葉県　体育・保健体育科と特別活動等の
両方で実施 9％、体育・保健体育科でのみ実施
33.4％、特別活動等でのみ実施 8.9％、実施しな
かった 48.7％

千 葉 県　 単 独 調 理 場 46.8％、 共 同 調 理 場
41.1％、外部委託調理場 12.1％
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